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スポーツ施設
の整備・活用

・修繕計画の策定

・施設利用者の増加

総合型地域
スポーツクラブ
の設立・育成

・中学校区に設立

・ネットワークの構築

スポーツ好きな
子どもを育てる

・子どもの運動時間の増大

・子どもの体力向上

スポーツ
実施率の向上

・週１回のスポーツ実施率

50％

極める育てる親しむ

スポーツ・きたひろしま
2020

日本一元気なまち

北広島町

北広島町スポーツ振興計画

　

平
成
22
年
度
７
月
号
の
広
報
き
た
ひ

ろ
し
ま
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
北

広
島
町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
を
策

定
し
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拡
充

に
つ
な
が
る
時
代
に
即
し
た
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
振
興
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

策
定
か
ら
１
年
あ
ま
り
経
過
し
ま
し

た
。
現
時
点
で
の
計
画
の
進
捗
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
も
、
ス
ポ
ー

ツ
で
日
本
一
元
気
な
ま
ち
北
広
島
町
の

実
現
を
目
指
し
、
計
画
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

◎
計
画
の
概
要

基
本
目
標

①
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上

②
ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
子
ど
も
の
育
成

③
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
設
立
・
育
成
及
び

運
営
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

④
利
用
・
活
用
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
整
備
と
活
用

期
間

平
成
22
年
４
月
～
平
成
32
年
３
月

（
平
成
27
年
３
月
に
進
捗
率
の
評
価
・

計
画
の
見
直
し
を
実
施
）

◎
進
捗
状
況

具
体
的
な
推
進
方
策

ラ
ジ
オ
体
操
の
推
進

　

昨
年
度
北
広
島
町
よ
り
７
名
が　

ラ

ジ
オ
体
操
指
導
員
養
成
講
習
会
を
受
講

日本一　元気なまち　北広島町
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し
、
指
導
者
と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し

た
。

　

５
月
25
日(

水)

、
平
成
23
年
度
特

別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
・
み
ん
な
の
体

操
会
を
大
朝
地
域
で
実
施
し
、
全
国
で

初
め
て
の
平
日
開
催
な
が
ら
参
加
者
は

１
０
４
５
名
を
数
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
関
係

団
体
よ
り
、
北
広
島
町
の
ラ
ジ
オ
体
操

普
及
に
高
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
開
催

　

芸
北
・
大
朝
・
豊
平
の
３
地
域
で
開

催
。
中
で
も
大
朝
地
域
は
地
域
住
民
の

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
参

加
率
で
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
北
広
島
町
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

を
実
施
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

き
た
ひ
ろ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
を
設
置

　

平
成
24
年
度
よ
り
順
次
準
備
に
入
り

ま
す
。

子
ど
も
の
記
録
会
の
実
施

　

昨
年
度
７
月
に
町
内
全
小
学
５
・
６

年
生
を
対
象
に
実
施
。
今
年
度
は
９
月

に
実
施
予
定
。
協
力
団
体
と
し
て
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
体
育
指
導

員
、
町
内
指
定
管
理
者
の
ス
タ
ッ
フ
、

体
育
協
会
が
補
助
員
と
し
て
参
加
し
ま

す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　

す
で
に
民
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
構

築
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
中
身

の
濃
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指
し

ま
す
。

北
広
島
町
ス
ポ
ー
ツ
施
設
連
絡
協
議
会

の
設
置

　

今
年
度
中
に
協
議
会
を
設
置
す
る
予

定
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
を
推
進

　

昨
年
度
ま
で
小
学
校
４
校
、
中
学
校

１
校
、
保
育
所
１
園
を
芝
生
化
し
、
今

年
度
も
新
た
に
１
校
を
芝
生
化
す
る
予

定
で
す
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
養
成

　

今
年
度
中
に
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を

養
成
す
る
事
業
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

各
種
団
体
と
の
連
携
・
強
化

　

す
で
に
連
携
出
来
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
医
療
機
関
と
の
連
携
が
薄

く
、
今
年
度
は
そ
の
点
の
強
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
４

地域 体育指導委員

芸北

西田　聖仁

伊屋ヶ迫　定則

斉藤　直子

田村　慎一

今村　守

安本　浩樹

杉本　早苗

大朝

松本　浩二

天津　功司

沼田　久司

宇川　雅哉

押山　昭男

河内　洋二

千田　公子

横路　智之

千代田

小畑　隆浩

小下　聖爾

大塚　和典

真倉　仁司

岡本　淳二

大畑　直也

立川　賢二

田坂　一道

豊平

川内　京子

長本　丈治

中　あゆみ

竹丸　真

山岡　聖美

山本　圭介

北広島町スポーツ振興計画

　

体
育
指
導
委
員
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
日
本
で
唯
一
の

公
的
な
社
会
体
育
指
導
者
で
、
行
政
と

一
体
と
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
推
進

し
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
さ
ら
に
は
豊
か
な
地
域
生
活
の
た

め
、
従
来
の
実
技
指
導
だ
け
で
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
の
企
画
立
案
に
参

画
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
身
近
な
立

場
か
ら
、
行
政
と
地
域
住
民
と
の
調
整

を
図
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

北
広
島
町
で
も
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
指

導
員
な
ど
、
地
域
の
健
康
・
元
気
づ
く

り
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
で
元
気
に
！

体
育
指
導
委
員

小畑 隆浩

北広島町体育指導委員協会会長

　健康づくりとしてラジオ体操

を推進しています。地区のソフ

トバレー大会でラジオ体操を

行ったりして普及に努めている

ところです。

　今後も、地域を元気にするた

めに活動し、みなさんが運動す

る機会が少しでも増えるように

がんばっていきます。
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チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
１

15
分
運
動
し
て
元
気
に
な
ろ
う

　

５
月
25
日
（
水
）
芸
北
・
大

朝
・
豊
平
３
地
域
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
、
毎

年
５
月
の
最
終
水
曜
日
に
世
界

中
で
開
催
さ
れ
て
い
る
住
民
参

加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
当
日
の
午
前
０
時
か
ら
午

後
９
時
の
間
に
地
域
で
15
分
以

上
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施

し
た
人
の
「
参
加
率
」
を
競
い

合
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
度
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の

力
で
日
本
を
元
気
に
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
地
震
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に

エ
ー
ル
を
送
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
町
内
各
地
で
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
部

を
地
域
別
に
紹
介
し
ま
す
。

　

ど
の
地
域
も
健
闘
し
ま
し
た

が
、
中
で
も
大
朝
地
域
は
全
国

で
１
番
目
の
参
加
率
を
達
成

し
、
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

芸
北
地
域
　

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
挑
戦
２
年
目

と
な
っ
た
芸
北
地
域
で
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

大
朝
地
域

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
特
別
巡
回
ラ
ジ
オ

体
操
が
行
わ
れ
た
他
、保
育
所
・

各
学
校
を
巡
り
ラ
ジ
オ
体
操
を

行
い
ま
し
た
。

参加率 36.8％

人　口 2,633 人

参加者 969 人

参加率 108.5％

人　口 3,096 人

参加者 3,359 人

豊
平
地
域

　

深
夜
０
時
か
ら
行
わ
れ
る
真

夜
中
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
は

多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

参加率 72.7％

人　口 4,033 人

参加者 2,930 人

大朝小・中学校でラジオ体操 大朝保育所でラジオ体操

ノルディックウォーキング前の準備運動 ソフトボールで真剣勝負

日本一　元気なまち　北広島町

真夜中のフットサル大会参加者で記念撮影 とよひらウイングでトレーニング中

芸
北
運
動
公
園
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
が
新
設
！

　

芸
北
運
動
公
園
体
育
館
２
階

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
マ
シ
ン
が
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。
汗
を
流
し

て
健
康
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　

芸
北
運
動
公
園

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
０
４
５

取
材
を
終
え
て

　

健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く

の
人
の
願
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
の
努
力
を
ど
れ
だ
け

や
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
反

省
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

町
内
に
は
芸
北
運
動
公
園
だ

け
で
は
な
く
、
各
地
に
体
育
施

設
が
あ
り
気
軽
に
運
動
が
で
き

ま
す
。
地
域
の
健
康
・
元
気
づ

く
り
の
た
め
活
発
に
活
動
し
て

い
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
も
あ
り
、
各
種
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
楽
し
く
運
動
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
施
設
・
機

会
を
活
用
し
て
、
み
ん
な
で
健

康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
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■
子
育
て
支
援
サ
イ
ト

　

北
広
島
町
は
、
子
育
て
支
援

サ
イ
ト
「
子
育
て
舞
ｎ
ｅ
ｔ
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

子
育
て
を
し
て
い
る
人
と
、
子

育
て
を
応
援
す
る
人
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
交
流
し
、
協

力
し
て
つ
く
り
あ
げ
る
参
加
型

サ
イ
ト
で
す
。
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
子
育
て
舞
ｎ
ｅ
ｔ
を
、
み

ん
な
で
楽
し
く
作
り
あ
げ
ま
せ

ん
か
。

　

安
心
し
て
生
き
生
き
と
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
、
役
場
関
係

課
か
ら
も
色
々
な
子
育
て
情
報

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

Openしました
[ こそだてまいねっと ]

子育て舞 net のトップページ

アクセスはこちらから

　PC サイト URL　　　　http://kitahiroshima.ikuji365.net/
　ケータイサイト URL　  http://genki365.net/gnkk20/i/

携帯サイトは
こちらから

ＱＲコード

０５０－５８１２－１８５１問 福祉課子育て支援室

子
育
て
中
の
皆
様
へ

　

ま
ず
は
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。
子
育
て
中
に
必
要
な
各

種
制
度
や
手
続
き
の
他
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

　

簡
単
な
会
員
登
録
で
書
き
込

み
が
で
き
ま
す
。
マ
マ
・
パ
パ

同
志
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
団
体
の
皆
様
へ

　

北
広
島
町
の
子
育
て
応
援
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　

子
育
て
舞
ｎ
ｅ
ｔ
に
団
体
登

録
す
る
と
、
子
育
て
に
役
立
つ

情
報
を
会
員
へ
発
信
で
き
ま

す
。
子
育
て
応
援
活
動
を
し
て

い
る
団
体
は
サ
イ
ト
内
に
団
体

紹
介
ペ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
分
達
の
活
動
の
紹

介
や
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

登
録
方
法
は
サ
イ
ト
内
の
運

営
者
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
！

　

携
帯
電
話
で
迷
惑
メ
ー
ル
対

策
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の

メ
ー
ル
を
受
信
で
き
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
場
合
は
、
子
育

て
舞
ｎ
ｅ
ｔ
か
ら
の
メ
ー
ル

が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
子
育
て
舞
ｎ
ｅ
ｔ
を
携
帯

電
話
か
ら
利
用
す
る
場
合
は
、

kitahiroshim
a.jp

を
受
信
で
き

る
よ
う
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

設
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
携

帯
電
話
の
シ
ョ
ッ
プ
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

オープン
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深
ふ か い

井 隆
た か じ

爾

66 歳　橋山

昔話の口承文芸の

伝達技能と知識

日本の昔話、故郷の

昔時代語りとして口

承文芸に取り組んで

いる。小学校で昔話

の語りを行うなど北

広島町の口承文芸の

伝達に努めている。

大
おおくら

倉 昭
あきゆき

之

77 歳　後有田

平
ひ ら お

尾 明
あきら

78 歳　南方

栗
く り た

田 祐
ゆうすけ

輔

84 歳　大塚

小
お の

野 晃
あきら

41 歳　蔵迫

木工製品作成

過去の大工経験を活

かし、多数の木工製

品を作成している。

水車など北広島町の

伝統的で優れた農村

文化・生活などを反

映する技術で地域の

発展に寄与している。

しめ縄づくり

北広島町の伝統的で

優れた農村文化・生

活などを反映する技

術であるしめ縄づく

りを、小学校や老人

クラブで講習を行い、

地域文化の発展と伝

承に努めている。

和太鼓

観
かんざん

山流太鼓創始者。

川戸千石太鼓や千

代田中学校太鼓部の

指導など地域文化の

発展に努め、北広島

町の四季や文化を反

映させた太鼓文化を

創造している。

杜氏（日本酒造り）

「老亀」ブランドで

知られる小野酒造株

式会社代表取締役。

醸造用の米を自社生

産するなど、北広島

町の農産物・水を使

用し酒造りを行って

いる。

　

平
成
23
年
度
き
た
ひ
ろ
し
ま
の

達
人
認
定
式
が
６
月
17
日
に
行
わ

れ
、
新
た
に
５
名
の
達
人
を
認
定

し
ま
し
た
。

　

今
後
達
人
は
、
北
広
島
町
の

農
村
文
化
・
生
活
な
ど
の
技
能
・

知
識
を
継
承
す
る
た
め
の
活
動

に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

問　

企
画
課
地
域
振
興
係

　

０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

きたひろしまの
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道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経

済
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ

な
た
の
財
産
で
す
。

　

み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、

ふ
れ
あ
い
、
常
に
広
く
、
美
し

く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し
く
利

用
し
、
子
孫
に
受
け
継
い
で
い

き
ま
し
ょ
う
。　

　

国
土
交
通
省
は
、
道
路
の
正

し
い
利
用
や
道
路
愛
護
活
動
の

一
環
と
し
て
、
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
推
進
標
語
を
広
く
募
集

し
、
平
成
23
年
度
の
標
語
を
決

定
し
ま
し
た
。
標
語
を
紹
介
し

ま
す
。

推
進
標
語
最
優
秀
賞

『
ふ
し
ぎ
だ
ね　

こ
の
道
歩
く

と　

ほ
っ
と
す
る
』（
小
学
生

の
部
）

『
こ
の
道
で　

今
日
も
ド
ラ
マ

が　

生
ま
れ
て
る
』（
中
学
生

の
部
）

『
よ
い
事
が　

あ
り
そ
う
今
朝

の　

光
る
道
』（
一
般
の
部
）

問　

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路

交
通
管
理
課

　


０
３
‐
５
２
５
３
‐
８
１
１
１

道
路
を
き
れ
い
に

　

農
作
業
後
に
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
で
道
路
を
通
行
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
掃
除
を
行
い

土
の
塊
な
ど
を
落
と
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

道
路
が
汚
れ
た
場
合
は
掃
除
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
の
道
は
み
ん
な
で
き

れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問　

広
島
県
土
木
局
道
路
河
川

管
理
課

　


０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
８
８
５

問　

役
場
建
設
課

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
０

北広島町職員を募集します　

平成 24 年４月採用予定の採用試験を行います。

職種・採用予定人数

試験職種 採用予定人員 年齢及び・免許等年齢

事

務

職

一般事務職 ３名程度
○昭和 57 年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人

（平成 24 年４月１日現在で 18 歳～ 29 歳）

職務経験がある

人を対象とした

事務職　　　　

若干名

○昭和 47 年４月２日から昭和 57 年４月１日までに生まれた人

（平成 24 年４月１日現在で 30 歳～ 39 歳）

○民間企業などで実務経験がある人

消防職 １名
○昭和 61 年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人

　（平成 24 年４月１日現在で 18 歳～ 25 歳）

第１次試験の期日及び会場　　　　　　　　　　　

第１次試験日時 第１次試験会場

平成 23 年９月 18 日（日）午前９時～ 広島工業大学専門学校（広島市西区福島町２－１－１）

受付期間及び申込方法

申込受付期間 受験案内・申込書配布場所 申込方法

７月４日（月）

～８月16日（火）

（郵送の場合消印有効）

○北広島町役場本庁総務課（２階）

○各支所自治振興課

○消防本部（署）

○町ホームページからダウンロード

所定の申込書に所要事項を記入し下記まで提出

ください。（郵送の場合は北広島町役場総務課人

事係宛に送付ください。）

○北広島町役場総務課、○各支所自治振興課

○消防本部（署）

※第２次試験は 11 月 13 日（日）を予定しています。

※郵送で「受験案内」及び「申込書」を請求する場合は封筒の表に「職員採用試験案内請求」と朱書きし、郵便番号、宛

先を明記した 120 円切手を貼った返信用封筒（A ４号）を必ず同封し、北広島町役場総務課人事係へ請求ください。

問　総務課人事係　０５０－５８１２－２１１１

　　〒 731 － 1595　北広島町有田 1234 番地

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す
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国
民
健
康
保
険(

以
下
「
国

保
」)

は
、
職
場
の
健
康
保
険

や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医

療
を
受
け
て
い
る
方
や
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
を
除
い

た
、
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
国
保
は
、

万
一
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き

に
、
安
心
し
て
医
療
機
関
で
受

診
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で

助
け
合
う
制
度
で
す
。

　

国
保
の
会
計
は
、
加
入
者
の

国
保
税
と
国
や
県
な
ど
か
ら
の

負
担
金
、
町
か
ら
の
繰
入
金
や

基
金
を
主
な
財
源
と
し
て
運
営

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
加
入

者
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
っ
た
一
部
負
担
金
（
原
則
３

割
）
を
除
い
た
７
割
分
の
医
療

費
を
医
療
給
付
費
と
し
て
支
出

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
実
施
し
た
保

険
税
率
の
引
き
上
げ
改
定
以

後
、
３
年
間
税
率
を
据
え
置
い

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
単
年

度
経
常
収
支
額
（
歳
入
歳
出
の

差
引
収
支
額
か
ら
、
前
年
度
の

繰
越
金
な
ど
を
差
し
引
い
た

額
）
は
平
成
22
年
度
決
算
見
込

み
で
は
約
７
８
０
０
万
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

平成23年度から

国民健康保険税の税率を改正します

保
険
税
を
支
払
い
国
保
を
支
え

て
い
る
被
保
険
者
が
減
少
傾
向

に
あ
る
の
に
対
し
、
一
人
あ
た

り
の
医
療
費
は
逆
に
増
加
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

町
で
は
、
国
保
運
営
協
議
会

で
の
答
申
、
ま
た
医
療
費
の
動

向
や
国
保
特
別
会
計
の
貯
金
で

あ
る
財
政
調
整
基
金
の
残
高
等

の
推
移
を
踏
ま
え
、
将
来
の
国

民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
状
況

を
健
全
に
保
ち
、
安
定
し
た
医

療
給
付
を
目
的
と
し
て
、
国
保

税
に
お
け
る
算
定
基
準
の
う
ち

医
療
保
険
分
及
び
介
護
保
険
分

に
つ
い
て
本
年
度
か
ら
税
率
を

改
定
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
更
な
る
ご
負
担

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
国
保
は
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
の
相
互
扶
助
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
も
な
改
正
内
容

①
保
険
税
率
の
引
き
上
げ

②
１
世
帯
あ
た
り
の
課
税
限
度

額
（
上
限
額
）
の
引
き
上
げ

区分 算定基準 備考

所得割 （被保険者の前年所得ー基礎控除 33 万円）×税率 応能割※

資産割 被保険者のうち今年度固定資産税額×税率 応能割※

均等割 国保加入者数×税額 応益割※

平等割 １世帯につき定額 応益割※

所得割額 資産割額 均等割額 平等割額

医療給付費分

平成 22 年度 5.00％ 21.00％ 22,000 円 21,000 円

平成 23 年度 6.00％ 21.00％ 24,700 円 23,000 円

増減 ＋ 1.00％ ー ＋ 2,700 円 ＋ 2,000 円

介護納付金分

平成 22 年度 1.25％ 8.20％ 8,400 円 5,000 円

平成 23 年度 1.50％ 8.30％ 9,400 円 5,200 円

増減 ＋ 0.25％ ＋ 0.10％ ＋ 1,000 円 ＋ 200 円

後期高齢者

支援金分

平成 22 年度 1.60％ 6.00％ 6,400 円 6,000 円

平成 23 年度 1.60％ 6.00％ 6,400 円 6,000 円

増減 ー ー ー ー

（表１）国民健康保険税の算定基準

（表２）税率の改正内容

①
保
険
税
率
の
引
き
上
げ

　

国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
ご

と
に
課
税
さ
れ
、
税
額
は
表
１

の
と
お
り
、
所
得
割
・
資
産
割
・

均
等
割
・
平
等
割
の
４
つ
の
区

分
の
合
算
で
決
ま
り
ま
す
。
税

額
に
は
、
医
療
給
付
費
分
・
介

護
納
付
金
分（
40
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
の
み
）・
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
の
３
つ
が
含
ま
れ

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
表
２
の
税

率
を
算
定
基
準
の
式
に
は
め
込

み
計
算
し
ま
す
。
そ
の
合
計
が

今
年
度
の
税
額
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
税
率
を
表
２
の
と
お

り
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

※応能割とは、経済力に応じた負担割合のこと。応益割とは、受益に応じた負担割合のこと。

０５０－５８１２－１８５２問 税務課所得係

０５０－５８１２－１８５４町民課国保年金係問

※医療保険分及び介護保険について特定世帯（注）に該当する場合は平等割が半額になります。
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②
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

国
民
健
康
保
険
税
に
は
、
税

額
の
上
限
が
あ
り
、
算
定
基
準

の
と
お
り
に
計
算
し
て
も
、
そ

の
上
限
（
限
度
額
）
に
達
し
た

ら
そ
れ
以
上
税
額
が
増
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
限
度
額
の
引
き
上
げ

を
表
３
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

区分 改正前 改正後

医療給付費分 500,000 円 510,000 円

介護納付金分 100,000 円 120,000 円

後期高齢者支援金分 130,000 円 140,000 円

合計 730,000 円 770,000 円

（表３）課税限度額の改正内容

○
保
険
税
の
減
額

　

所
得
の
少
な
い
世
帯
は
、
均

等
割
額
・
平
等
割
額
に
対
し
て

７
割
・
５
割
・
２
割
の
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。
減
額
の
対
象

に
な
る
か
は
表
４
を
参
考
に
し

て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

減額対象所得 軽減割合

総所得金額等の合算額が 33 万円以下の世帯 ７割

総所得金額の合算額が 33 万円＋被保険者数（世帯主を除く）

× 24 万５千円以下
５割

総所得金額の合算額が 33 万円＋被保険者数（世帯主を含む）

× 35 万円以下
２割

（表４）保険税の減額

（表７）一般被保険者数の推移

　

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
に
つ

い
て
は
表
８
の
と
お
り
で
す
。

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
（
調
剤

費
・
食
事
療
養
費
な
ど
を
除
く
）

は
、
被
保
険
者
数
と
は
逆
に
上

昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

現
状
は
、
一
人
あ
た
り
の
支

出
は
増
え
て
い
る
の
に
、
そ
れ

を
支
え
る
人
の
数
が
減
っ
て
い

る
た
め
、
国
保
会
計
の
運
営
が

大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
改
正
へ
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

注　

特
定
世
帯
と
は
、
75
歳
に
到
達
し

た
方
が
国
保
か
ら
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
に
移
行
す
る
こ
と
に

よ
り
同
一
世
帯
の
75
歳
未
満
の
方

が
ひ
と
り
世
帯
と
な
り
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
世
帯
で
、
平

等
割
が
５
年
間
半
額
と
な
り
ま
す
。

　
（表８）一人あたりの医療費の推移

（表６）財政調整基金の推移
○
国
保
会
計
の
状
況

　

国
保
会
計
は
支
出
が
収
入
を

上
回
り
、
毎
年
赤
字
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今
後
も
続

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（表５）国保会計（一般医療分）収支推計

　

収
入
不
足
分
は
、
財
政
調
整

基
金（
貯
金
に
あ
た
る
も
の
）を

繰
り
入
れ
て
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
表
６
の
と
お
り
基
金
も
底

を
つ
き
か
け
て
い
る
状
況
で

す
。

　

国
保
会
計
の
歳
入
に
あ
た
る

国
保
税
を
支
払
う
被
保
険
者
の

推
移
に
つ
い
て
は
、
表
７
の
と

お
り
、
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
度
に
増
加
し
て

い
る
の
は
、
65
歳
以
上
退
職
被

保
険
者
な
ど
が
一
般
被
保
険
者

に
資
格
変
更
す
る
制
度
改
正
が

あ
り
、
被
保
険
者
の
範
囲
が
広

が
っ
た
た
め
で
す
。
一
貫
し
て

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。

単位：百万円
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3,681 3,608

4,5164,671

4,779

3,495

213,693

290,892
272,997268,197

234,053240,186

225

176

147

170 166

93

30

（年度）

（人）

（年度）

（円）

（百万円）

（百万円）

（年度）

平成 23 年度は推計

H21 H22 H23 H24 H25

歳入 1,684 1,606 1,602 1,635 1,646

歳出 1,719 1,685 1,672 1,706 1,729

単年度赤字 -33 -78 -71 -71 -82

平成 25 年までの国保会計（一般医療分）の収支の

推移を試算したものです。



Fi
re

fig
hting spirits防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119

IP050-5812-1119

平
成
23
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度
」

６
月
１
日
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化

■家庭の中の救急■

ご
・ ・ ・

えんによる
窒息の手当て

ごえん（誤嚥）とは、食べ物などを飲

みこんだ時、誤って喉に詰まらせたり

気管に入ってしまう事をいいます。餅

の事故が知られているところですが、

餅だけに限らず、食べ物などが喉に詰

まる事で起こるため、季節によらずこ

の事故が発生しています。

ご
え
ん
を
起
こ
し
や
す
い
人

　

高
齢
者
や
小
さ
な
お
子
様
は
、
そ
の
身
体

機
能
ゆ
え
に
ご
え
ん
事
故
を
起
こ
し
や
す
い
た

め
、
食
事
時
な
ど
注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
若
い
方
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
ご
え
ん
が

起
こ
る
可
能
性
が
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ハ
イ
ム
リ
ッ
ク
法

　

空
気
の
圧
力
で
押
し
出
す
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
相
手
の
背
後
か
ら
両
腕
を
前
に
回
し
、

握
り
拳
を
み
ぞ
お
ち
の
や
や
下
方
に
当
て
、

回
し
た
両
腕
を
「
内
側
上
方
」
に
向
か
っ
て

す
ば
や
く
圧
迫
し
ま
す
。

　

ハ
イ
ム
リ
ッ
ク
法
は
意
識
の
無
い
人
、
１

歳
未
満
の
子
供
、
妊
娠
中
の
方
に
行
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

掃
除
機
は
有
効
？

　

効
果
が
無
い
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、

人
体
に
対
す
る
取
り
扱
い
は
注
意
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
準
備
な
ど

に
気
を
取
ら
れ
る
あ
ま
り
、
手
当
て

が
遅
れ
る
一
面
が
あ
る
た
め
、
ま
ず

は
「
自
分
の
手
」
で
行
う
方
法
を
優

先
し
ま
し
ょ
う
。

ご
え
ん
の
手
当
て

　

ご
え
ん
を
起
こ
し
た
人
は
、
呼
吸
の
苦
し

さ
か
ら
喉
を
手
で
押
さ
え
る
仕
草
を
し
て
い

ま
す
。
自
分
の
力
で
は
ど
う
す
る
事
も
出
来

な
い
状
態
な
の
で
、
周
囲
の
人
の
助
け
が
必

要
で
す
。
相
手
は
窒
息
状
態
で
す
か
ら
、
迅

速
な
手
当
て
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
背は

い

ぶ

こ

う

だ

ほ

う

部
叩
打
法

　

術
者
に
向
き
合
う
形
で
相
手
を
横
向
き
に

寝
か
せ
、
背
中
の
中
心
、
肩
甲
骨
と
肩
甲
骨

の
間
を
か
な
り
強
い
力
で
４
～
５
回
連
続
で

叩
き
ま
す
。

老化によって食べ物を飲み込む

力が弱く、また喉につっかえそ

うになった時の反射や咳き込む

力も弱いため、ごえんを起こし

やすいです。

食道や気管そのものが細く、ま

た食べ物を噛み砕く力も弱いた

め、ごえんを起こしやすいです。

高齢者

小さなお子様
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０５０－５８１２－７４４７問 きたひろネットセンター

きたひろネット 11チャンネル番組のお知らせ

　きたひろネットではデジタル 11 チャンネルで自主番組を放送しています。まちの話題や役場か

らのお知らせなどを、1 時間の番組構成で繰り返し放送しています。

■ 1 時間の番組構成　

　月～金

　土～日

■１日の番組構成　　18 時に番組が更新されます

地デジの相談はデジサポへ！アナログ放送は７月 24 日終了します。

地上デジタル放送全般に関することはデジサポ広島へお気軽に相談してください。

問　デジサポ広島　０８２－５５３－０１０１

：00 ～
　新鮮５

：05 ～
　文字放送

　PR 番組など

：25 ～
　新鮮５

：30 ～

　かわらばん（県内 CATV 局交換番組）

　サイエンスチャンネル、イベント特集など

：00 ～
　「月いちワイド」○月号

：30 ～

　新鮮５まとめて一週間

6：00 ～ 18：00
　前日番組の再放送

　（１時間毎繰り返し）

18：00 ～
　当日番組の更新

　（１時間の番組構成）

19：00 ～ 24：00
　当日番組の再放送

　（１時間毎繰り返し）

新鮮５

　北広島町で行われたイベントや催し物、暮らしに必要な情報、

　役場からのお知らせなどを毎日放送しています。

　月曜日から金曜日の毎日 18：00 に番組更新！

月いちワイド○月分

　町内の話題や情報を毎月特集して 30 分番組で放送しています。

　町内の人にスポットをあてて紹介する「きたひろの人」

　各地域から旬の話題をお届けする「わがまち通信員」

　食を通じて町の魅力を再評価する「きたひろの食」

　毎月第１土曜日 18：00 に番組更新。毎週土日に放送！

利用料の請求明細書が不要な方はお申し出ください

　毎月通知している利用料金の請求明細書の郵送停止を希望される場合は、届出書を提出することに

よって基本料金が 50 円減額となります。（ただし口座振替で納付されている方のみ）

　この機会に、紙消費量と輸送コストの削減に取り組むエコ活動にご協力ください。

　８月中旬から月々の利用料をパソコンや携帯電話で確認できるようになります。（手続きが必要です）
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千代田運動公園からのお知らせ

☆ウォーキングコース設置（1000m・1200m）☆
お気軽にご来園ください（無料）

☆みんなの祭り ９月 23日（秋分の日）開催決定☆
・楽しいイベントが盛りだくさん！（近日HPに詳細告知）

・北広島町内のイベント出演者大募集！（ご連絡ください）

アザレア千代田 ・千代田運動公園
　　  お問い合わせ ０８２６‐７２‐７５００

ＩＰ電話 ０５０‐５８１２‐８０２２ 

広告

手当 金額（月額）

児童扶養手当（全部支給） 41,550 円

児童扶養手当（一部支給） 41,540 ～ 9,810 円

特別児童扶養手当（全部支給） 50,550 円

特別児童扶養手当（一部支給） 33,670 円

■
手
当
額
の
変
更

　

平
成
22
年
全
国

消
費
者
物
価
指
数

の
変
動
に
応
じ

て
、
平
成
23
年
４

月
分
か
ら
手
当
額

が
下
表
の
通
り
変

更
に
な
り
ま
す
。

※
変
更
は
、
平
成

23
年
８
月
11
日

に
支
給
さ
れ
る

４
月
～
７
月
分

か
ら
反
映
さ
れ

ま
す
。

お知らせ

児童扶養手当

特別児童扶養手当

■
児
童
扶
養
手
当

　

離
婚
や
死
亡
、
遺
棄
な
ど
で
ひ
と
り

親
家
庭
と
な
っ
た
児
童
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
援
助
す
る
た
め
、
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
父
子
家
庭
は
対
象
外
で
し
た

が
、
制
度
が
改
正
さ
れ
父
子
家
庭
も
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
概
要

受
給
者
　

　

18
歳
に
到
達
す
る
日
以
後
、
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
児
童
、
ま
た
、

20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

害
が
あ
る
児
童
を
監
護
す
る
父
、
母
ま

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
、
知
的
又
は
精
神
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る

方
に
対
し
て
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

支
給
し
、
障
害
児
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
概
要

受
給
者

　

障
害
児
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く

は
母
。（
父
母
が
児
童
を
監
護
し
て
い

な
い
場
合
に
は
、
実
際
に
障
害
児
を
養

育
し
て
い
る
養
育
者
）

対
象
と
な
る
児
童
の
障
害

　

20
歳
未
満
で
、
政
令
で
定
め
ら
れ
た

障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童
。（
県
の
嘱

託
医
が
審
査
し
、
町
が
認
定
し
ま
す
。）

　

障
害
の
状
態
は
１
級
（
重
度
）
と
２

級
（
中
度
）
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額

　

月
額　

１
級
５
万
５
５
０
円
・
２
級

３
万
３
６
７
０
円

　

所
得
制
限
が
あ
り
、
所
得
額
が
所
得

限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
し
た
場
合
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
年
金
と
併
給
不
可

　

児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
は
養
育
者

対
象
と
な
る
児
童

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
政
令
に
定
め
る
程
度

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

○
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

な
ど

支
給
額

　

月
額
４
万
１
５
５
０
円
（
児
童
が
二

人
目
は
５
千
円
・
三
人
目
以
降
３
千
円

の
加
算
）。
所
得
制
限
に
よ
り
、
手
当

の
全
部
ま
た
は
一
部
が
停
止
・
制
限
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

注
意

　

年
金
を
受
給
し
て
い
た
り
、
婚
姻
の

届
を
し
て
い
な
い
が
事
実
婚
の
状
態
に

あ
っ
た
り
、
児
童
福
祉
施
設(

母
子
生

活
支
援
施
設
、
保
育
所
及
び
通
園
施
設

な
ど
を
除
く)

に
児
童
を
入
所
措
置
し

て
い
る
場
合
は
手
当
を
支
給
し
ま
せ

ん
。
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
と
選
択
可
能

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
、
受
給
資
格
者

の
配
偶
者
が
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
場
合
で
、
児
童
が
そ
の
加
算
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
児
童
扶

養
手
当
額
と
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算

額
を
比
較
し
、
高
い
方
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

０５０－５８１２－１８５１

問 福祉課子育て支援室
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康
　
信

健

通

第 76 回

明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん

～
元
気
の
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
～

　

ま
め
マ
メ
ラ
ジ
オ
体
操
紹
介
コ
ー
ナ
ー

ラ
ジ
オ
体
操
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

や
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す

　

舞
綱
の
株
式
会
社
池
田
造
園
で
は
、
25

年
位
前
か
ら
、
始
業
前
の
ラ
ジ
オ
体
操
を

継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
が
資
本
の
仕
事

な
の
で
、
仕
事
の
準
備
体
操
と
し
て
、
ま
た
、

従
業
員
の
健
康
の
た
め
に
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
午
前
８
時
に
は
現
場
に
到
着
で
き
る

よ
う
に
集
合
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
を
継
続
し
た
結
果
、
従
業

員
の
病
欠
や
遅
刻
が
全
く
な
く
、
健
診
結

果
も
良
好
だ
そ
う
で
す
。

　

危
険
な
仕
事
も
多
い
の
で
、
毎
朝
ラ
ジ

オ
体
操
で
体
を
伸
ば
し
、
安
全
第
一
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
の

事
で
し
た
。

ま
め
マ
メ

き
た
ひ
ろ
し
ま

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

地
球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
な
ど
に
よ
っ
て
、
年
々
夏
の
暑
さ

が
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
既
に
全
国

各
地
で
熱
中
症
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
熱
中
症
が
非
常
に
多
く
発
生

し
、
死
者
も
多
く
出
ま
し
た
。
早
め
の

対
策
で
熱
中
症
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

　
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
人

　

子
ど
も
、
高
齢
者
、
肥
満
の
人
、
そ

れ
以
外
で
も
体
調
の
悪
い
と
き
は
要
注

意
で
す
。
特
に
風
邪
気
味
、
二
日
酔
い

な
ど
の
と
き
は
熱
中
症
に
な
り
や
す

く
、
炎
天
下
や
運
動
中
だ
け
で
な
く
、

散
歩
中
や
室
内
に
い
る
時
に
も
注
意
が

必
要
で
す
。

熱
中
症
の
症
状

　

頭
痛
、
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
吐

き
気
、
倦
怠
感
、
フ
ラ
フ
ラ
す
る
な
ど

で
す
が
、
特
に
、
高
い
体
温
、
頭
痛
、

め
ま
い
・
吐
き
気
、
嘔
吐
、
け
い
れ
ん

な
ど
は
症
状
の
中
で
も
危
険
信
号
で
す
。

日
常
生
活
で
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め

に
水
分
補
給
す
る
。

②
日
傘
、
す
だ
れ
を
利
用
し
た
り
、
窓

を
開
け
風
を
通
す
な
ど
で
暑
さ
を

避
け
る
。

③
暑
い
時
間
帯
の
外
出
を
控
え
、
涼
し

く
な
っ
た
と
き
に
出
か
け
る
。

④
帽
子
を
か
ぶ
り
直
射
日
光
を
避

け
る
。
ま
た
、
白
い
色
の
服
を

選
ぶ
な
ど
服
装
を
工
夫
す
る
。

⑤
健
康
状
態
に
配
慮
し
無
理
を
し
な
い
。

調
子
が
悪
い
日
は
休
み
ま
し
ょ
う
。

運
動
を
す
る
時
の
注
意
点

　

睡
眠
不
足
や
二
日
酔
い
の
時
は
注
意

が
必
要
で
す
。
運
動
前
に
水
分
補
給
を

し
、
運
動
中
も
20
分
お
き
に
水
分
を
と

り
ま
し
ょ
う
。
全
員
で
水
分
補
給
の
時

間
を
強
制
的
に
と
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

　

あ
な
た
の
職
場
で
も
ラ
ジ
オ
体
操
を

始
め
ま
せ
ん
か
？

芸
北
地
域
、
荒
神
原
の
檜

ひ
の
き
た
に谷

秋あ
き
ひ
と人

さ

ん
は
大
正
９
年
生
ま
れ
の
91
歳
。
姿
勢

も
よ
く
白
髪
の
素
敵
な
お
元
気
さ
ん
で

す
。
今
は
夫
婦
２
人
で
暮
ら
し
て
お
ら

れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
温
泉
や
老

人
会
へ
の
参
加
な
ど
、
い
つ
も
２
人
で

お
出
か
け
さ
れ
、
ド
ラ
イ
ブ
デ
ー
ト
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
仲
の
良
い
お
２
人

で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
県
内
や
島

根
県
の
い
ろ
ん
な
大
会
に
も
出
場
さ

れ
、
他
の
参
加
者
か
ら
は
「
90
を
超
え

て
い
る
と
は
思
え
ん
。若
振
り
だ
の
ー
」

と
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

元
気
の
秘
訣
を
尋
ね
る
と
、
①
腹
八

分
目
に
食
べ
る
。
②
野
菜
を
多
く
食
べ

青
魚
を
食
べ
る
。
③
自
分
の
体
に
関
心

を
持
ち
自
分
で
管
理
。
④
責
任
の
あ
る

仕
事
を
持
つ
。
⑤
趣
味
を
持
つ
。
と
答

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
取
材
班
）
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左から森田憲二さん、斎藤弘北広島町青少年育成推進協議会会長

青少年育成広島県民会議会長表彰

青少年の育成の功に対して

　北広島町今田の森田憲二さんが、公益社団法人

青少年育成広島県民会議第２３回総会で青少年育成

功労者として表彰されました。森田さんは、旧千代

田町時代から千代田町民会議会長として活躍され、

合併後は初代北広島町青少年育成推進協議会長と

して体制づくりに尽力されました。退任後も子ども

囲碁教室などで青少年育成に取り組まれています。

表彰状を持って記念撮影する豊平東小学校の児童たち

野生生物保護功労者表彰

豊平東小学校が環境大臣賞

　豊平東小学校が野生生物保護功労者表彰におい

て環境大臣賞を受賞しました。豊平東小学校は、オ

オサンショウウオやモリアオガエルが生息する地域

で行う環境教育が評価されての受賞となりました。

６月10日には、モリアオガエルの産卵風景の観察

会が行われ、雨というカエルにとっては最良の天気

の中、児童たちは元気にカエルの観察を行いました。

雨にも負けずモリアオガエルの観察会は行われた モリアオガエルと卵

台風対策は万全に

　台風はくる前の準備が大切です。台風がきてか

ら外へでるのは大変危険です。しっかりと準備を

しましょう。

○窓や雨戸はしっかりとカギをかけ、必要ならば

外から板を打ち付けて補強する。

○停電に備えて懐中電灯やロウソクを準備する。

○庭木に支柱をたてたり、塀を補強したりする。

○側溝や排水口は掃除して水はけを良くしておく。

○がけくずれに十分注意し、危険を感じたらすぐ

に避難する。

○風でとばされそうな物、たとえばゴミ箱や小石

などは飛ばされないように固定しておく。

○新聞やテレビ・ラジオの情報によく注意し、台

風が今どこの位置にいる

のか把握しておく。

　気象台が発表する台風情報

などに十分注意して台風シー

ズンを乗り越えましょう。

災害に備える
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…
問
い
合
わ
せ
先

問

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
証
の
定

期
更
新
が
行
わ
れ
、
新
し
い
保
険
証
は

７
月
22
日
以
降
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
８

月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に
行
く
と
き

は
、
新
し
い
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
古
い
保
険
証
は
廃
棄
す
る
か
、

役
場
町
民
課
ま
た
は
各
支
所
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
の
１
月
～
12
月
の
所
得
状

況
を
基
に
、
一
部
負
担
金
の
割
合
（
１

割
ま
た
は
３
割
）を
判
定
し
ま
す
の
で
、

８
月
以
降
に
割
合
が
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
減
額
認
定
証
の

申
請
を
さ
れ
た
方
で
、
平
成
23
年
度
も

引
き
続
き
対
象
と
な
る
方
は
、
広
域
連

合
か
ら
保
険
証
と
一
緒
に
新
し
い
減
額

認
定
証
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。　

問　

町
民
課
国
保
年
金
係

　

０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
４

　

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

０
８
２
‐
５
０
２
‐
３
０
１
０

■
重
度
障
害
者
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
受
給
者
証
の
更
新

　

重
度
障
害
者
医
療
費
（
オ
レ
ン
ジ

色
）、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
（
ブ

ル
ー
）
の
受
給
者
の
方
が
現
在
お
持
ち

の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
に
は
毎
年
所
得
審
査

に
よ
る
受
給
者
証
の
更
新
が
あ
り
ま

す
。
該
当
の
方
に
は
７
月
末
に
、
更
新

案
内
と
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

○
平
成
23
年
１
月
１
日
に
北
広
島
町
に

居
住
さ
れ
て
い
な
い
方
な
ど
課
税

資
料
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
度
（
平
成
22
年
中
所
得
）
の
所

得
証
明
書
な
ど
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

町
民
課
国
保
年
金
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
４

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で

す
。保
険
料
の
納
付
を
続
け
る
こ
と
で
、

年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
基
礎
年
金
や

万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
が
免
除
と
な
る
保
険
料
免
除

制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
制
度
の
種
類

法
定
免
除

　

障
害
年
金
や
生
活
保
護
法
の
生
活
扶

助
を
受
給
し
て
い
る
方
な
ど
が
届
出
を

行
う
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る

も
の
で
す
。

申
請
免
除

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
の

所
得
に
応
じ
て
４
段
階
の
基
準
額
が
あ

り
、
基
準
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
全
額
免

除
の
ほ
か
、
保
険
料
の
４
分
の
３
、
２

分
の
１
、
４
分
の
１
を
納
付
す
る
と
残

り
の
保
険
料
が
免
除
と
な
る
一
部
納
付

が
あ
り
ま
す
。

問　

町
民
課
国
保
年
金
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
４

■
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
・
障
害

者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
募
集

　

内
閣
府
並
び
に
広
島
県
で
は
、
障
害

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
地
域

や
職
場
・
学
校
な
ど
で
共
に
支
え
あ
っ

て
暮
ら
す
「
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と

の
心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
綴
っ
た
作
文

と
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理
解
を

広
め
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

募
集
テ
ー
マ

　

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心
の
輪

　

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
心
の

ふ
れ
あ
い
体
験
を
広
げ
よ
う
（
題
名
は

自
由
）

応
募
資
格　

小
学
生
以
上

障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

募
集
テ
ー
マ

　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が

能
力
を
発
揮
し
て
安
全
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
社
会
の
実
現

応
募
資
格　

小
学
生
及
び
中
学
生

応
募
締
切　

９
月
９
日
（
金
）
必
着

入
賞
作
品
は
、
全
国
的
な
啓
発
に
活
用

し
ま
す
。

問　

応
募
先 

広
島
県
庁
障
害
者
支
援
課

　


０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
１
５
７

　

〒
７
３
０
‐
８
５
１
１

　

広
島
市
中
区
基
町
１
０
‐
５
２

■
広
島
県
知
的
障
害
者
福
祉
大
会
開
催

　

（
社
団
）
広
島
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
な
ど
が
主
催
す
る
広
島
県
知
的
障
害

者
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
す
地

域
づ
く
り
へ
の
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
記
念
講
演
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時　

10
月
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
45
分
～
午
後
３
時
35
分

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ
　

　
　
　
ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ
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くらしの情報

■
計
量
器
定
期
検
査
の
実
施

　

計
量
法
に
よ
り
、
商
店
、
工
場
、
学

校
、
保
育
所
、
病
院
、
薬
局
、
宅
配
便

取
扱
店
な
ど
で
「
は
か
り
」
を
取
引
又

は
証
明
に
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
２

年
に
１
度
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

北
広
島
町
で
は
、
次
表
の
と
お
り
検

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
検
査
に
は
手
数

料
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
来
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

○
定
期
検
査
実
施
者

社
団
法
人
広
島
県
計
量
協
会

○
特
定
計
量
器
定
期
検
査
日
程

問　

企
画
課
立
地
定
住
推
進
室

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

場
所

　

（
一
般
大
会
）
安
芸
高
田
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
（
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
）

安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
６
１

　

（
本
人
大
会
）
安
芸
高
田
市
立
吉
田

小
学
校
体
育
館
：
安
芸
高
田
市
吉
田
町

吉
田
８
６
６

参
加
申
込
み
締
切　

８
月
31
日
（
水
）

問　

福
祉
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

（
ふ
れ
あ
い
の
家
た
ん
ぽ
ぽ
内
）

　

０
８
２
６
‐
５
４
‐
０
３
６
８

■
成
年
後
見
制
度

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知
的

障
害
、
精
神
障
害
な
ど
で
判
断
す
る
能

力
が
十
分
で
な
い
方
々
が
、
い
ろ
い
ろ

な
手
続
き
や
契
約
を
す
る
と
き
に
、
不

利
な
契
約
を
結
ば
な
い
よ
う
に
支
援

し
、
本
人
の
権
利
や
財
産
を
法
律
的
に

守
る
制
度
で
す
。

　

本
人
を
保
護
・
支
援
す
る
た
め
に
、

家
庭
裁
判
所
が
適
任
と
認
め
る
人
を
成

年
後
見
人
等
に
選
任
し
ま
す
。そ
し
て
、

成
年
後
見
人
は
、
本
人
の
意
思
を
尊
重

し
、
本
人
の
心
身
の
状
態
や
生
活
状
況

に
配
慮
し
な
が
ら
、
不
動
産
や
預
貯
金

な
ど
の
財
産
の
管
理
や
介
護
や
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に　

必
要
な
契
約
を

結
ん
だ
り
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
適
切
な
判
断
が
で
き
ず

に
契
約
を
結
ん
で
し
ま
い
、
悪
徳
商
法

の
被
害
に
あ
う
恐
れ
が
あ
る
よ
う
な
場

合
に
も
、
成
年
後
見
人
が
必
要
な
手
続

き
を
行
い
、
本
人
の
権
利
や
財
産
を
守

り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
課
地
域
介
護
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

■
日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
新
ワ
ク
チ
ン

が
承
認
さ
れ
、
昨
年
４
月
よ
り
接
種
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
５
月
20

日
か
ら
、１
期
・
２
期
の
接
種
が
終
わ
っ

て
い
な
い
平
成
７
年
６
月
１
日
～
平
成

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
に

つ
い
て
、
20
歳
未
満
ま
で
の
間
、
無
料

で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
、
日
本
脳
炎

の
接
種
回
数
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

接
種
医
療
機
関

　

広
島
県
広
域
化
予
防
接
種
事
業
に
加

入
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
ワ
ク

チ
ン
接
種
券
を
役
場
保
健
課
ま
た

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
ま

す
。
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
課
健
康
増
進
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

会場名 検査日 検査時間

役場芸北支所 ９月12日（月） 13：00 ～ 16：00

北広島町図書館 ９月13日（火） ９：00 ～ 11：30

役場大朝支所 ９月13日（火） 13：00 ～ 16：00

広島市農協

　久保角支店
９月14日（水） ９：00 ～ 11：30

役場豊平支所 ９月14日（水） 13：00 ～ 16：00

役場本庁 ９月15日（木） ９：00 ～ 15：00

お仏壇のお掃除されてますか？
広告

広島別院や出雲大社など全国の寺院
で洗浄実績がございます。
広島県内では、当店のみ取扱いの工
法特許「泡洗浄」で仏壇の洗浄から、
金箔の剥がれ、漆の傷、金具の錆な
ど仏壇の傷みに応じた修復とお彩色
までお気軽にお問合せください。

お仏壇のクリーニング
広島市中区舟入南３‐13‐1 082‐231‐3721

職人が NHK・RCC
で紹介されました。

お見積り無料

■
広
島
駅
前
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
催
中

　

北
広
島
町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

北
広
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
広
島
駅
前
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、
地
域
イ
ベ
ン
ト

や
産
品
、
施
設
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
配
布

で
き
ま
す
。
８
月
の
開
催
日
は
８
月
25

日
（
木
）
26
日
（
金
）
で
す
。
ま
た
、

８
月
９
日
は
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
う
予
定
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

企
画
課
地
域
振
興
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６
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The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g

■
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
始
ま
り
ま
す

　

７
月
１
日
か
ら
、
米
の
産
地
情
報
を

取
引
先
や
消
費
者
に
伝
え
る
こ
と
が
義

務
に
な
り
ま
す
。

目
的

○
米
の
取
引
を
す
る
時
、
情
報
の
記
録

や
産
地
情
報
の
伝
達
を
幅
広
い
事

業
者
に
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

食
品
と
し
て
安
全
で
な
い
米
の
流

通
防
止
と
、
問
題
が
発
生
し
た
場
合

に
速
や
か
に
流
通
ル
ー
ト
を
特
定

し
、
商
品
を
回
収
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

○
産
地
情
報
を
一
般
消
費
者
ま
で
伝
達

す
る
こ
と
で
、
消
費
者
の
利
益
を
守

り
ま
す
。

７
月
１
日
か
ら
お
米
の
産
地
が
わ
か
り

ま
す

　

消
費
者
が
産
地
情
報
を
入
手
で
き
る

よ
う
、
一
般
消
費
者
に
米
、
米
加
工
品

を
販
売
す
る
場
合
や
、
米
、
米
加
工
品

を
他
の
事
業
者
へ
譲
り
渡
す
場
合
に
は

米
の
産
地
情
報
を
相
手
に
伝
達
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

○
事
業
者
間
取
引
の
場
合

　

商
品
の
容
器
、
包
装
に
産
地
を
記
載

す
る
。

　

送
り
状
、
納
品
書
、
規
格
書
な
ど
こ
れ

ら
に
類
す
る
も
の
に
産
地
を
記
載
す
る
。

○
一
般
消
費
者
へ
の
販
売
・
提
供
の
場
合

　

商
品
の
容
器
、
包
装
に
産
地
を
記
載

す
る
。

　

店
内
や
店
の
入
口
の
看
板
や
、
メ

ニ
ュ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
一
般
消

費
者
の
目
に
つ
き
や
す
い
場
所
や
物
に

表
示
す
る
な
ど
。

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

広
島
農
政
事
務
所
消
費
流
通
課

　


０
８
２
‐
２
２
８
‐
９
５
５
２

　

広
島
県
農
林
水
産
局
農
業
販
売
戦
略
課

　


０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
５
８
５

■
新
任
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
紹
介

　

次
の
３
名
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
新
し
く
民
生
委
員
児
童
委
員
に

就
任
し
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
た
委
員
に

は
、
町
の
福
祉
行
政
に
大
変
尽
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
し
く
就
任
し
た

委
員
に
は
、
地
域
の
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

脇
本
秀
雄

　

大
朝
（
小
枝
・
境
・
田
中
原
）
地
域

担
当

山
根
ト
ヨ
子

　

千
代
田
（
八
重
７
・
８
・
23
区
）
地

域
担
当

佐
々
木
定
子

　

豊
平
（
都
志
見
原
・
大
筒
・
下
組
・

中
組
・
寺
組
）
地
域
担
当

問　

福
祉
課
福
祉
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

Q＆A
　

役
場
に
寄
せ
ら
れ
た
疑
問
・
質
問
に

つ
い
て
回
答
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Ｑ
疑
問

　

福
島
の
原
発
事
故
以
降
、
テ
レ
ビ
か

ら
流
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
た
び
不
安

に
な
る
。
北
広
島
町
で
は
、
原
発
事
故

の
影
響
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ａ
回
答

　

広
島
県
の
放
射
線
量
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
文
部
科
学
省
が
環
境
放
射
能
水

準
調
査
と
し
て
平
成
23
年
３
月
21
日
以

降
毎
日
調
査
し
て
お
り
、
計
測
し
た
数

値
を
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

公
表
し
て
い
ま
す
。
広
島
県
で
原
発
事

故
以
前
に
行
っ
た
調
査
で
の
平
常
値
は

0
.0

3
5

～0
.0

6
9
μ

S
v
/h

（
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
）
で
す
。
現
在
の
計

測
結
果
は
お
お
む
ね
過
去
の
平
常
値
の

範
囲
と
同
程
度
の
数
値
が
出
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
広
島
県
（
広
島
市
）
の
上
水

道
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
も
公

表
し
て
あ
り
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
・
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
と
も
不
検
出
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

参
考

文
部
科
学
省
環
境
放
射
能
水
準
調
査
結

果
（
広
島
県
）

http://m
extrad1.blob.core.w

indow
s.

net/page/34_H
iroshim

a.htm
l

文
部
科
学
省
東
日
本
大
震
災
関
連
情
報

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/

saigaijohou/index.htm

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

h
ttp

://w
w

w
.n

c
c
.g

o
.jp

/jp
/

わ
か
り
や
す
い
放
射
線
と
が
ん
の
リ
ス

ク

h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
c
c
.g

o
.jp

/
jp

/

in
fo

rm
a
tio

n
/
p
d
f/

c
a
n

c
e
r_

ris
k
.

p
d
fシ

ー
ベ
ル
ト
と
は

　

人
の
体
が
放
射
線
を
受
け
た
時
、
そ

の
影
響
の
程
度
を
測
る
も
の
さ
し
と
し

て
使
わ
れ
る
単
位
で
す
。

１
シ
ー
ベ
ル
ト
（S

v

）
＝
１
０
０
０

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
（m

S
v

）

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
（m

S
v

）
＝

１
０
０
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
（μ

S
v

）

出
典
・
原
子
力
防
災
基
礎
用
語
集（(

財)

原
子
力
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
）
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企　　業　　名 募 集 職 種

● 正社員の募集

( 医）明和会 介護支援専門員、介護職

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師

（医）社団慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）・看護助手

（医）明和会 看護師（正・准）

（医）社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）・介護職

（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）

北広島町豊平病院 薬剤師

桑本建材（株） 経理事務

丸二株式会社 製造

（株）ワールドインテック 製造工

中国木材（株）大朝工場 製造加工要員

（株）大上自動車工業千代田工場 電装工・塗装工

（有）千代田住宅設備 建設業・販売業

（株）サンテック 電気設備

Excel そり（デオデオ大朝店 ) 修理・電気工事

焼肉 河九 調理

広島北ホテル 調理師・レストランホールスタッフ

石橋飲料（株）（田原温泉） ホール・客室・厨房

今井運送（株） 大型ウイング運転手（10 ～ 15 ｔ）

● パートの募集

特別養護老人ホーム やまゆり 介護職

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

デイサービスセンター やすらぎ 介護職

あけぼの訪問介護事業所 訪問介護ヘルパー

エコートレーディング（株） 広島支店 事務

（有）つかさランドリー 受付管理

広島イーグル（株） 管理購買・設備管理・プレス工・検査 

（株）ワークスタッフ 広島営業所 作業員

（有）千代田ハーネス ハーネス組立・検査

広島アルミニウム工業（株） 輸送用機械器具製造業

（株）やまびこ 広島工場 組立工

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 キャディ・フロント・ホール・厨房

（株）タカキベーカリー 千代田工場 生産

（株）クリエイト 軽作業

（株）ヒューマンアイズ広島営業所 製造

新広島ヤクルト販売（株） 千代田センター 乳製品販売（食品販売）

ローソン 千代田インター店 コンビニ店員

（有）種浦商店セブンイレブン広島 千代田インター店 コンビニ店員（夜間）

ガスト広島 千代田店 飲食業

八剣伝 千代田店 飲食業

広島北ホテル フロント

（株）どんぐり村 接客

（株）フレスタサンクス店 レジ・ベーカリー

（有）新見仕出し店 調理補助・販売

（株）マツヤ専門調理センター 調理補助

（株）A コープ中国 A コープちよだ店 レジ

（有）かわすみ レジ・陳列

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

問　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　    ０５０‐５８１２‐１８５６
　   ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

人情報コーナー求
７月５日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

● パートの募集

（株）タック 交通誘導警備員

ヤマト運輸（株） 広島千代田センター 内勤事務

（株）ひろし本店 食堂清掃業務

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

■きたひろネット文字放送

　きたひろネットでも求人情報を放送していま

す。ぜひ、ご覧ください。

■資格取得研修を受けませんか

　北広島町商工会は、職場内のスキルアップと就

職支援のため、各種資格・技術習得のための研修

会などを開催します。

○日商簿記３級研修

　期間　７月 27 日～ 11 月 17 日の間の 20 日間

　時間　18：30 ～ 21：00

　開催場所　北広島町商工会

　受講料　3,000 円　

　申込期限　７月 22 日（金）

○ Microsof t 認定資格研修 Exce l

　期間　９月１日～ 10 月７日の間の 10 日間

　時間　18：30 ～ 21：00

　開催場所　北広島町商工会

　受講料　9,000 円

　申込期限　８月１日（月）

○玉掛け技能講習

　期間　８月 22 日～ 24 日の３日間

　受講料　4,500 円

　申込期限　８月１日（月）

○小型移動式クレーン運動技能講習

○フォークリフト運転技能講習

　各研修会の詳細や申込方法などくわしいことは

商工会へ直接お問い合わせください。

問　北広島町商工会

　 ０５０‐５８１２‐２３８０

　FAX ０８２６‐７２‐５７７０

　広島県山県郡北広島町有田 1234‐1　
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」

◎困ったときは、消費生活相談室へ ! !
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）
　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０５０ - ５８１２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

強引な態度をとる

貴金属などの買い取りサービス

［６月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,216 人 （+ ８）

    転　入 41 人

    転　出 43 人

　 出　生 10 人

　 死　亡 24 人

外国人登録 24 人 増

    世帯数 8,350 世帯 （+30）

>>> Population 人口と世帯

>>> \\\ 税情報

>>> Human rights 人権標語

大切な

命があるから

希
あ す

望がある

>>> Editor's postscript 編集後記

◆表紙のママチャリ４時間耐久レースには体

験取材ということで、何年ぶりに乗るのかわ

からない自転車にまたがりました。なんとか

１週まわり、へろへろになって次の人に交代

しながら日頃の運動不足を嫌でも実感しまし

た。スポーツを取材するばかりではなく、自

分ももっと運動しなければと痛い足をさすり

ながら思うのでした。

　
あ

８月１日（月）

●固定資産税［２期］

●国民健康保険税［１期］

●後期高齢者医療保険料［１期 ]

８月 31 日（水）

●町県民税 [ ２期 ]

●国民健康保険税 [ ２期 ]

●後期高齢者医療保険料 [ ２期 ]

アドバイス

　突然自宅を訪れる貴金属などの買い取りサービ

スに関する相談が全国の消費者相談窓口に寄せら

れています。

　大事なことは、はっきりと断ることです。そし

て家から退去するよう言いましょう。それでも業

者が居座る場合は、警察に連絡してください。

　相手がどのような業者かよく確認してから契約

するようにしましょう。業者名や連絡先をしっか

りと控えておくことが大事です。お悩みなら消費

生活相談室へ相談してください。

相談

　自宅へ、不要な着物を買い取るという電話

があり、処分してもよい着物があったので後

日来訪するよう伝えた。当日若い男性が来て

着物は３００円で買い取ると言われ、あまりに

も安いと思ったが不要だったので買い取って

もらった。すると業者がついでに貴金属の鑑定

をしてあげると言い、着けていた祖母の形見の

指輪をいきなり外しにかかった。驚いて必死に

断ったが、他の物も見せるようしつこく言われ、

手持ちのネックレスなどを見せると、全部で

１７００円だと言われ、一方的にお金と領収書

を渡された。ネックレスなどは 1０万以上した

ので納得できなかったが、怖くて断れなかった。
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広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
8 月

号
№

 0
7
8
　

平
成

2
3
年

７
月

1
5
日

発
行

発
行

／
北

広
島

町
　

　
編

集
／

企
画

課

〒
7
3
1
-1

5
9
5
　

広
島
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身近な山菜、イタドリ

高原からの花便り　№78

暑
さ
に
縁
の
薄
い
八
幡
高
原
で
も
、
梅
雨
の

後
に
は
夜
の
涼
し
さ
を
心
地
よ
い
と
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
木
々
は
花
を
休
み
、
少
し
で

も
多
く
の
陽
射
し
を
浴
び
よ
う
と
、
せ
い
い
っ

ぱ
い
葉
を
広
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
イ

タ
ド
リ
は
、
そ
ん
な
夏
の
盛
り
が
訪
れ
る
こ
ろ

に
花
を
付
け
ま
す
。

イ
タ
ド
リ
は
タ
デ
科
の
多
年
草
で
、
大
き
い

も
の
は
人
の
背
丈
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
古
く
か

ら
緩か

ん
げ
や
く

下
薬
や
利
尿
剤
と
し
て
も
使
わ
れ
て
お

り
、
根
茎
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
は
虎こ

じ
ょ
う
こ
ん

杖
根
と
呼

ば
れ
ま
す
。
漢
名
の
「
虎
杖
」
が
イ
タ
ド
リ
の

漢
字
表
記
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

雌
雄
異
株
で
、
盛
夏
に
や
や
薄
紅
が
か
っ

た
白
い
花
を
つ
け
ま
す
。
ひ
と
つ
の
花
は
小
さ

い
の
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
花
が
ま
と
ま
っ
て

咲
く
の
で
、
花
の
時
期
に
は
目
を
引
き
ま
す
。

花
が
終
わ
る
と
イ
タ
ド
リ
の
萼が

く

は
大
き
く
広
が

り
は
じ
め
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
は
果
実
を
包

み
、
半
透
明
の
膜
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
花
の

時
期
よ
り
も
む
し
ろ
果
実
が
成
熟
し
て
き
た
時

の
方
が
よ
り
目
立
つ
よ
う
に
な
る
の
で
、
き
れ

い
に
咲
い
て
い
る
時
の
イ
タ
ド
リ
の
花
が
観
察

さ
れ
る
機
会
は
、む
し
ろ
希ま

れ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

馴
染
み
深
い
の
は
春
の
芽
生
え
の
時
で
し
ょ

う
。
真
竹
が
伸
び
た
姿
に
も
似
た
イ
タ
ド
リ
の

芽
生
え
は
、
代
表
的
な
山
菜
の
ひ
と
つ
で
す
。

茎
は
中
空
で
、
皮
も
容
易
に
剥
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
芸
北
で
は
「
す
か
ん
ぽ
」や
「
こ
っ
ぽ
ん
」

の
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
小
学
生
で

も
食
用
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
あ
る

小
学
校
の
遠
足
に
同
行
し
た
と
こ
ろ
、
道
路
法

面
に
芽
生
え
た
イ
タ
ド
リ
に
児
童
た
ち
が
一
斉

に
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
微
笑
ま
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
知
県
に
行
っ
た
時
に
は
、
高
知
県

の
方
た
ち
は
イ
タ
ド
リ
が
大
好
き
で
、
競
う
よ

う
に
採
取
す
る
が
、
県
境
を
越
え
た
徳
島
県
や

愛
媛
県
の
人
達
は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
い
、
と

い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
今
で
は
情
報
が
行

き
交
い
、
多
く
の
人
が
イ
タ
ド
リ
を
食
べ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
芸
北
で
も
煮
付
け
や
き
ん

ぴ
ら
な
ど
、
お
い
し
い
一
品
を
口
に
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。「
蓼た

で

食
う
虫
も
好
き
好
き
」
と
言

い
ま
す
が
、
食
べ
ず
に
お
く
の
が
も
っ
た
い
な

い
タ
デ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）


